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1. 企業会計基準等の開発（2009 年 10
月 1 日～2009 年 12 月 4 日） 

1）【Final】企業会計基準第 24 号「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準」及び企業会計基準適用指針第 24 号 
「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する

会計基準の適用指針」の公表（2009 年 12
月 4 日） 

 
 【凡例】 

DP： 論点整理・検討状況の整理 
ED： 公開草案 
Final： 会計基準/適用指針等（最終） 
 

 

2. 企業会計基準委員会の概要（第 186
回～第 190 回） 

1）第 186 回（2009 年 10 月 1 日開催） 
a. 退職給付専門委員会における検討状況 
b. 財務諸表表示専門委員会における検討

状況 
c. 企業結合専門委員会における検討状況 
d. 過年度遡及修正専門委員会における検

討状況 
a. アセット・シーリング規定導入の要否、割

引率の取扱いの見直しについての審議が行

われました。 
 アセット・シーリングの規定が必要とな

る典型的なケースは、我が国で通常想定さ

れないような特殊なケースでもあることか

ら、特段の対応は行われない方向で検討さ

れました。 
 また、割引率の算定について、国際的な

会計基準同様、給付毎の退職給付時期を反

映した期間に応じた割引率（イールド・カ

ーブ）を使うことを原則とする（確率加重

平均も可）ことが提案されており、委員の

意見もこれに賛成するものが多数でした。 
b. 論点整理に対するコメント分析とその対

応についての審議が行われました。 

 包括利益の表示については、当期純利益

の表示を残すことを前提に包括利益の表示

に賛成するコメントが大半を占めています。 
 また、表示方法については、コメントの

大半が 2 計算書方式を支持していましたが、

FASB/IASB で 1 計算書方式への 1 本化の

検討が進められていることから、1 計算書

方式及び 2 計算書方式の選択適用を認める

事務局案が提案されました。 
c. 論点整理に対するコメント分析とその対

応についての審議が行われました。 
 少数株主持分の取扱いについては、論点

整理で示していた案以外にも、国際的な会

計基準に合わせて資本取引としてはどうか

といったコメントがありました。 
d. 会計基準の文案の検討が行われました。 

 
2）第 187 回（2009 年 10 月 15 日開催） 
a. 過年度遡及修正専門委員会における検

討状況 
b. 財務諸表表示専門委員会における検討

状況 
c. 無形資産専門委員会における検討状況 
d. 特別目的会社専門委員会における検討

状況 
a. 文案の検討が行われ、過去の誤謬に関する

注記については、翌期以降の財務諸表で注

記を繰り返す必要がない旨の規定が加えら

れました。 
b. 包括利益の表示に関する論点を中心に検

討が行われました。 
包括利益の表示導入については、現行の

当期純利益の表示とリサイクリングの維持

を前提にした案が示されています。 
c. 「定義」、「認識の要件」を中心に論点の検

討が行われましたが、両者の関連性があい

まいとの指摘を受け、継続して検討するこ

ととされました。 
d. 連結の範囲に関して審議が行われました。 

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/docs/kakosyusei/�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/docs/kakosyusei/�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/docs/kakosyusei/�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/docs/kakosyusei/�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/documents/docs/kakosyusei/�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/minutes/20091001/20091001_index.jsp�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/minutes/20091015/20091015_index.jsp�
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特別目的会社（SPE）の連結上の取扱い

を削除した場合における考え方及び組合・

信託の取扱いに関しての事務局からの提案

に様々な見解が提示され、引き続き検討す

ることとされました。 
 
3）第 188 回（2009 年 10 月 29 日開催） 
a. 財務諸表表示専門委員会における検討

状況 
b. 退職給付専門委員会における検討状況 
c. 企業結合専門委員会における検討状況 

a. 包括利益の表示についての意思確認が行

われました。包括利益の表示を導入する、

適用範囲は連結・個別双方に適用する、こ

とについては、出席委員全員の賛成により

暫定合意が行われました。 
 また、包括利益の表示方法については、

「1 計算書方式」と「2 計算書方式」の選択

適用を認めるという事務局案が示され、1
名の反対、1 名の意見留保を除き、残る 11
名の委員の賛成で暫定合意が行われました。 

b. 退職給付見込額の期間帰属方法の見直し

についての審議が行われました。 
 期間帰属方法については、我が国では期

間定額基準を採用しているのに対して、国

際的な会計基準では給付算定方式に従う方

法（後過重である場合には定額法で補正）

を採用しているという点で取扱いが異なっ

ています。 
c. 連結財務諸表における少数株主持分の取

扱いを中心に審議が行われました。 
 
4）第 189 回（2009 年 11 月 12 日開催） 
a. 過年度遡及修正専門委員会における検

討状況 
b. 無形資産専門委員会における検討状況 
c. 財務諸表表示専門委員会における検討

状況 

d. 金融商品専門委員会専門委員会におけ

る検討状況 
a. 公表議決を前に最終的な会計基準の文案

の検討が行われました。 
b. 論点整理の文案検討が行われました。 

主に、無形資産の認識、償却しない無形

資産の扱い、及び繰延資産との関係につい

て検討が行われました。 
c. 包括利益の表示方法について、当期純利益

から開始する案と、少数株主損益調整前当

期純利益から開始する案の選択適用を可能

とする方向で検討していましたが、両案で

は内訳項目の記載方法が大きく異なること

から、実務での混乱を避けるため、1 本化

することが検討されました。 
d. 公正価値測定に関する論点整理に寄せら

れたコメントの分析とその対応案について

の報告が行われました。 
 
5）第 190 回（2009 年 11 月 26 日開催） 
a. 企業会計基準｢会計上の変更及び誤謬

の訂正に関する会計基準（案）｣及び同

適用指針｢会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準の適用指針（案）｣

【公表議決】 
b. 無形資産専門委員会における検討状況 
c. 財務諸表表示専門委員会における検討

状況 
d. 企業結合専門委員会における検討状況 

a. 会計上の変更及び過去の誤謬の訂正に関

する会計上の取扱いを定めた会計基準の公

表議決が行われ、出席委員全員の賛成によ

り議決されました。 
 会計上の変更のうち、会計方針の変更及

び表示方法の変更については、原則として

遡及処理することとし、会計上の見積りの

変更については遡及処理しないこととして

います。また、過去の誤謬の訂正について

も遡及処理します。 

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/minutes/20091030/20091030_index.jsp�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/minutes/20091112/20091112_index.jsp�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/minutes/20091126/20091126_index.jsp�
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 平成 23年 4月1日以降開始する事業年度

の期首以後に行われる会計上の変更及び過

去の誤謬の訂正から適用されます。 
b. 次回委員会での論点整理の公表議決を前

に、最終的な文案の検討が行われました。 
c. 連結財務諸表における包括利益の計算の

表示方法について、IFRS での表示方法との

類似性を重視し、「少数株主損益調整前当期

純利益」から開始する方向で検討が進めら

れました。 
d. 少数株主持分の取扱いを中心に審議が行

われました。 
 

3. IASB 及び FASB に対する ASBJ の

コメント（2009 年 10 月 1 日～2009
年 11 月 30 日） 

1）公開草案「国際財務報告基準（IFRS）
の改善」に対するコメントを提出（2009
年 11 月 24 日） 

（公開草案の原文はこちら） 

 
4. 遠藤 FASF 代表理事常務が米国の

会計基準関係者を訪問 
遠藤 FASF 代表理事常務は、10 月に米国

の会計基準関係者を訪問し、米国証券取引

委員会（SEC）による IFRS ロードマップ

（案）公表後から約 1 年が経過した米国に

おける、IFRS 導入に関する最近の動向につ

いて情報・意見交換を行いました。主な訪

問先及び懇談項目の概要は以下の通りです。 
①米国財務会計財団（FAF）：Mr. John 

Brennan （議長）、Ms. Teresa Polley（理

事長）他 
  SEC のロードマップについての FAF

のスタンス・懸念事項 
  会計基準とロードマップを巡る政治

的動向 
②SEC：Mr. James Kroeker（主任会計士）、

Ms. Julie Erhardt （副主任会計士） 

  ロードマップ検討の再開と今後の見

通し 
  IASB と FASB の MoU プロジェクト 

③New York University：Frederick Choi
教授（国際会計学専門） 
  会計基準のハーモナイゼーション 
  SEC のロードマップ 

 
 
5. FASB との第 8 回定期協議を開催 

ASBJ と米国財務会計基準 審議会

（FASB）は、2009 年 10 月 19 日と 20 日

にわたり、米国ノーウォークにて第 8 回定

期協議を開催しました。ASBJ からは西川

委員長をはじめとする委員 3 名及びスタッ

フ、FASB からは Herz 議長、Linsmeier
委員及びスタッフが参加しました。当日の

会議のスケジュール及び議題は以下のとお

りです。 
議題 主な内容 

10月 19日 

グローバ

ルな会計

基準に向

けた戦略 

 ASBJのプロジェクト計画表。 

 FASB と IASB との間のコンバ

ージェンスの進捗。 

 米国における IFRS 採用に関

する動向。 

 IFRS を適用した場合に生じ

うる適用上の問題。 

金融商品  金融商品の公正価値評価の

対象と評価差額の処理方法。 

 株式の取扱。 

OCI とリ

サイクリ

ング 

 2 つの利益概念とリサイクリ

ングの必要性。 

 包括利益計算書の分解表示。 

リース  一体アプローチによって計

上されるリース料支払義務

と負債の定義との関係。 

 借手と貸手の処理の整合性。 

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20091124.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/comments/20091124.pdf�
http://www.iasb.org/NR/rdonlyres/BA0DC098-9956-49A3-990E-2573AE1ACF21/0/EDImprovementsFRS09.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/press_release/overseas/pressrelease_20091021.pdf�
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10月 20日（午前） 

負債の測

定 

 負債の再測定における信用

リスクの反映。 

 金融負債、非金融負債の測定

方法。 

FASB からは、米国の動向に関して、SEC
が公表したロードマップ（案）に寄せられ

た意見の殆どが、「単一の会計基準を達成し

ようとする目標は支持するが、IFRS を急い

で採用する必要はない。むしろ、FASB と

IASB にコンバージェンスに向けた作業を

続けさせ、米国会計基準と IFRS とが十分

に近似してくれば、IFRS 採用の是非も容易

に判断できるようになるのではないか」と

いうものだったこと等が紹介されました。

また、定期協議に続いて、10 月 20 日の午

後を利用してスタッフ・ミーティングが行

われ、ヘッジ会計、減損/貸倒引当金につい

て意見交換が行われました。 
なお、次回は、2010 年 5 月に東京で開催

する予定です。 
 
 

6. IASCF 定款見直しに関する東京で

の円卓会議を FASF がサポート 
IASB の運営母体である国際会計基準委

員会財団（IASCF）は、5 年ごとにその定

款の見直しを行うこととしています。そし

て、2008 年から第 2 回目の見直しを二部構

成により行っています。今回は、IASB や

IASCF の名称変更や IASB ボードメンバー

の任期の変更などが取り上げられ、コメン

トを求める公開諮問資料が 2009 年 9 月に

公表されています（コメント期限は 11 月

30 日）。 
IASCF は、本諮問資料をもとに、ロンド

ン、ニューヨーク、東京で公開円卓会議を

開催することとし、東京では、10 月 21 日、

公認会計士会館に延べ 80 人近い参加者・傍

聴者を得て開催されました。FASF は、同

円卓会議の運営を日本公認会計士協会と共

にサポート致しました。又、同円卓会議に

は、遠藤FASF代表理事常務及び逆瀬ASBJ
副委員長が参加し、安定的な資金調達の必

要性やデュープロセス（関係者への意見聴

取期間）遵守の必要性など、我が国が IFRS
を適用させていくために必要となる要件に

ついて発言を行っています。 

なお、IASCF トラスティーは、公開草案

に対するコメントや円卓会議で寄せられた

意見を踏まえ、2010 年 1 月の会議において

最終化することを予定しています。 
 
 
7. 第 1 回 AOSSG 会議がマレーシア

にて開催 
2009 年 11 月 4 日及び 5 日の 2 日間にわ

たり、マレーシアのクアラルンプールで第

1 回アジア・オセアニア会計基準設定主体

グループ（Asian-Oceanian Accounting 
Standard-Setters Group、以下「AOSSG」

という。）会議が開催されました。会議はマ

レーシア会計基準審議会（MASB）によっ

て主催され、域内の 21 の会計基準設定主体

から約 100 名が参加しました。また、IASB
からは Tweedie 議長や山田理事の他 3 名の

理事、国際活動ディレクター及び IASC 財

団から島崎トラスティーが参加しました。

http://www.iasb.org/The+organisation/Governance+and+accountability/Constitution/Constitution+Review/Constitution+Review.htm�
http://www.iasb.org/The+organisation/Governance+and+accountability/Constitution/Constitution+Review/Constitution+Review.htm�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/communique/2009/communique_20091112.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/communique/2009/communique_20091112.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/communique/2009/communique_20091112.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/communique/2009/communique_20091112.pdf�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/international_issue/communique/2009/communique_20091112.pdf�


 

pg. 6 
Copyright© ASBJ/FASF All Rights Reserved. 

ASBJ からは西川委員長、加藤常勤委員、

新井常勤委員及びスタッフ 2 名が参加しま

した。 
会議においては、組織の目的や構成、組

織運営を定めた覚書（MoU）を採択し、第

2 回会議の開催国を決定しました。第 2 回

会議のホストについては日本を含む 2 カ国

が立候補しましたが、ほぼ満場一致で日本

による開催が支持されました。これは、日

中韓 3 カ国会計基準設定主体会議や地域政

策フォーラムなど、日本のアジア・オセア

ニア地域におけるこれまでの貢献や信頼関

係の醸成という地道な努力が評価された結

果と思われます。 
またテクニカルな論点についても議論さ

れ、4 つあるワーキング・グループ（IAS
第 39 号、収益認識、公正価値測定及び財務

諸表の表示）のうち、ASBJ は収益認識の

セッションをリードする役目を務めました。

なお、域内での活発な意見交換を促進する

ため、新たに保険、排出量取引、リース、

企業結合及びイスラム金融に関する財務報

告を扱うワーキング・グループの新設が検

討されています。 

 
今後 AOSSG への参加国の拡大が見込ま

れる中で、AOSSG としての意見を集約し

て情報発信していくための運営の在り方を

検討することが課題となりますが、第 2 回

会議を主催する ASBJ のリーダーシップが

期待されます。なお、第 2 回会議は 2010
年 9 月 29 日、30 日を予定しています。 

8. 第 9 回日中韓 3 カ国会議が開催 
2009 年 11 月 5 日、マレーシアのクアラ

ルンプールにて第 9 回日中韓 3 カ国会計基

準設定主体会議（3 カ国会議）が開催され

ました。本会議はアジアの近隣 3 カ国の会

計基準設定主体間で内外の様々な問題につ

いて認識を共有し、意見交換を行うことを

目的としており、2002 年 2 月に東京でスタ

ートし、今回で 9 回目となりました。 
ASBJ からは西川委員長、加藤常勤委員、

新井常勤委員及びスタッフ 2 名が参加しま

した。なお、日中韓 3 カ国の会計基準設定

主体に加え、オブザーバーとして IASB か

ら山田理事及び Weiguo Zhang 理事、IASC
財団から島崎トラスティーが、また同じく

オブザーバーとしてマカオ特別行政区から

も代表者が参加し意見交換を行いました。 
今回の 3 カ国会議は AOSSG 会議終了後

の短い時間で行われたものでしたが、この

3 カ国会議が発端となって設立された

AOSSG の第 1 回会議が成功裏に終了した

こともあり、改めて 3 カ国の協力関係を確

認する場となりました。今後 3 カ国会議は、

AOSSG の運営を事実上サポートする位置

付けとして継続し、その一環としてボード

メンバー及びスタッフの各レベルで頻繁な

コミュニケーションを可能とする手段を検

討することが確認されました。また、3 カ

国会議の開催は原則として AOSSG 会議の

前日又は翌日にすることも確認されました。 
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9. IASB 第 26 回基準諮問会議（SAC）

が開催 
IASBの第 26回基準諮問会議（SAC）が、

2009 年 11 月 12 日及び 13 日、ロンドンで

開催されました。日本からは、SAC メンバ

ーである金子誠一 (社)日本証券アナリスト

協会理事、米家正三 伊藤忠商事㈱常勤監査

役、オブザーバーとして金融庁より園田周

課長補佐が出席しました。スケジュール及

び議題は以下のとおりです。 
日時 議題 

11 月 12日 

10:00 

～13:00 

前回 SAC 会議以降のアップ

デート 

 SAC議長及び副議長 

 IASB作業計画 

 SACメンバーの活動 

 FASAC（米国 FASB に対

する基準諮問会議）の

活動 

11 月 12日 

14:00 

～17:45 

 2011年 6月以降の IASB

作業計画における優先

順位 

 開示―複雑性の低減 

11 月 13日 

9:15 

～12:00 

 2011年 6月以降の IASB

作業計画における優先

順位（続き） 

 定款レビュー 

今回の会議におけるテーマは大きく分け

て（1）2011 年 6 月以降の IASB 作業計画

及び（2）定款レビューの 2 点でした。前者

については、2011 年後はそれまでに開発し

た基準の導入動向のフォローを中心とし、

新たな基準開発は当面控えるべきという意

見が大勢を占めました。また、XBRL のよ

うな新たな技術の展開を背景とした基準開

発の在り方や開示のフレームワークの必要

性などにもメンバーの高い関心が示されま

した。後者については、緊急時におけるデ

ュープロセス短縮が大きなテーマですが、

これに対しては反対の意見が多く聞かれま

した。 
 
 

10. 第 8 回基準諮問会議を開催 
FASF では、11 月 20 日、第 8 回基準諮

問会議を開催しました。会議では、まず

ASBJ の最近の活動状況について報告が行

われ、企業結合におけるのれんの償却、

AOSSG 会議及び日中韓 3 カ国会議等につ

いて意見交換が行われました。その後、

IASB における金融商品会計基準の見直し

の動向についての説明が行われ、11 月に公

表された IFRS第 9号に対する欧州の対応、

米国の動向について意見交換が行われまし

た。 
続いて、ASBJ 内に設置した IFRS 実務

対応グループについての説明が行われ、議

論の結果の公表方法や検討する案件の決定

方法等についての意見交換が行われました。 
 また、平成 19 年度、20 年度に引き続いて

行う 21 年度のアンケート調査の実施要領

についての説明も行われました。 
 
 

11. IASB「公正価値測定」に関する東

京での円卓会議を ASBJ がサポート 
IASB は、「公正価値測定」に関する円卓

会議を 2009 年 11 月 27 日に東京で開催し

ました。この円卓会議には、ASBJ も共同

コーディネーターとして参画しています。

本円卓会議は、各地域の意見を収集するた

めに行われたものであり、ノーウォーク（11
月 2 日）、ロンドン（12 月 11 日）において

も同様の円卓会議が開催されています。 
本円卓会議は、同一のテーマで 2 回のセ

ッションが行われ、IASB からは Stephen 
Cooper 理事、Jan Engstrom 理事、山田辰

http://www.iasb.org/Meetings/SAC+Meeting+November+2009.htm�
http://www.iasb.org/Meetings/SAC+Meeting+November+2009.htm�
https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/standards_advisory/minutes/20091120/index.jsp�
http://www.iasb.org/Meetings/Asian+Round+tables+?+Fair+Value+Measurement.htm�
http://www.iasb.org/Meetings/Asian+Round+tables+?+Fair+Value+Measurement.htm�
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己理事とスタッフ、ASBJ からは西川委員

長をはじめとする複数の委員が出席し、そ

の他、日本の金融庁やアジア地域の市場関

係者など、合計 29 名が議論に参加しました。 
IASB からは 5 月 28 日に公開草案「公正

価値測定」が公表されています。円卓会議

は、IASB の公開草案の内容について、あら

かじめ参加者に送付された議題要旨を基に

進行されました。参加者からは、公正価値

測定の方法や適用対象に関する意見だけで

なく、追加ガイダンスや開示事項の再検討

を求める意見などが、2 回のセッションを

通じて多く寄せられました。 
会議の主なテーマは以下のとおりです。 

①出口価格としての公正価値 
②負債の公正価値 
③非金融資産の公正価値 
④不活発な市場における公正価値 
⑤新興及び移行経済国における公正価値 
⑥US GAAP とのコンバージェンス 

IASB は、円卓会議で寄せられた意見も踏

まえ、今後の対応について検討を進めるこ

ととしています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12. FASF 公益財団法人に移行 
2008年12月の公益法人制度改革により、

「公益社団法人及び公益財団法人の認定等

に関する法律」等のいわゆる公益法人制度

改革関連 3 法が施行されました。 
FASF の事務局では、IFRS 開発への貢献

などを踏まえ、新制度により設置が認めら

れる公益財団法人に移行するよう準備を進

めていましたが、2009 年 5 月に開催した理

事会及び評議員会で、公益財団法人への移

行認定を申請することを正式に決定し、6
月に内閣府公益認定等委員会に申請書を提

出しました。 
その後、内閣府公益認定等委員会の審査

を経て、10 月に内閣総理大臣による移行認

定を得て、FASF は 11 月 2 日付で公益財団

法人への移行登記を完了しました。 
この対応に伴い、FASF の正式名称は「公

益財団法人財務会計基準機構」に変更とな

りました（英文名称の変更はありません）。 
FASF は公益財団法人として、今後も引

き続き、我が国における会計・ディスクロ

ージャーの諸制度の健全な発展と資本市場

の健全性の確保に寄与することを目的とし

て事業を進めて参ります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.asb.or.jp/asb/asb_j/fasf/misc/news/news20091102.pdf�
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13. プロジェクト進捗（コンバージェンス関連項目）  2009 年 12 月 4 日現在 
 2009 

Q3 
2009 
Q4 

2010 
Q1 

2010 
Q2 

2010 
Q3 

2010 
Q4 

2011 

既存の差異に関するプロジェクト項目 
企業結合(ステップ 2) DP   ED  Final  
財務諸表の表示（非継続事業、包括利益） DP ED Final     
無形資産  DP  ED  Final  
過年度遡及修正  Final      
IASB/FASB の MoU に関連するプロジェクト 
1 連結の範囲   ED    Final 
2 財務諸表の表示（フェーズ B 関連） DP   Comment DP  ED 
3 収益認識 DP   Comment DP  ED 
4 負債と資本の区分   Comment     
5 金融商品        
 （保有目的区分の変更）  ED Final     
 （分類・測定） Comment     ED Final 
 （減損）  Comment    ED Final 
 （ヘッジ会計）  Comment    ED Final 

6 公正価値測定・開示 DP 
Comment  ED  Final   

7 退職給付        
 （ステップ 1）   ED    Final 
 （ステップ 2）  Comment     ED 

8 リース Comment     Comment DP 
ED 

9 認識の中止 Comment  DP    ED 
Final 

IASB/FASB の MoU 以外の IASB での検討に関連するプロジェクト項目 
1 株当たり利益*      ED Final 
引当金 DP    ED  Final 
保険   Comment     
*:一時休止中。IASB の動向を踏まえ、再開予定。 
 
[適用] 

TC  専門委員会の設置 
Comment  IASB の DP や ED に対するコメントの検討・作成 
DP  論点整理 
ED  公開草案 
Final  会計基準/適用指針 (最終版) 

 
斜体文字は終了したイベントを表しています。. 
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14. お知らせ 
1）刊行物のご案内 
 機関誌「季刊 会計基準」第 27 号（2009
年 12 月 15 日刊行） 

【主な内容】 
 特集 1：“金融商品会計基準の見直し

の最近の動向” 
 IASB スミス・山田両理事との座

談会「金融商品会計基準プロジェ

クトを巡って」…John Smith 
IASB理事、山田辰己 IASB理事、

加藤厚 ASBJ 常勤委員 
 IASB における金融商品会計の

検討状況…板橋敦志 ASBJ 専門

研究員 
 特集 2：“プロジェクト計画表の更新

（2009 年 9 月）について” … 小賀坂

敦 ASBJ 主席研究員 
 Accounting Square：“国のソフトイ

ンフラとしての会計基準” … 佐藤良

二 有限責任監査法人トーマツ包括代

表（CEO） 
 CFO Letter：“IFRS 適用に向けて” 

… 梅本周吉 旭硝子㈱常務執行役員

経理・財務室長 
 Chairman’s Voice：“秋の会計外交を

一巡して” … 西川郁生 ASBJ 委員

長 
 
※ご購入はこちら。 
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